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した者の

職及び氏

名 
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【事務局】 
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教育長等
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５ 議題及び

議事に関

する事項 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

それでは、ただいまから「第７８６回むつ市教育委員会会議」を開会いたします。 

会議録の署名についてでありますが、今回は長岡委員にお願いいたします。 

本日は、議案が２件、報告が３件となっております。それでは、議事に入ります。 

 

●議案第１号 

「令和７年度むつ市一般会計補正予算について」（総務課） 

 

議案第１号「令和７年度むつ市一般会計補正予算について」、事務局からの説明を

求めます。 

 

（説明） 

 

ただいま事務局より説明がありましたが、本件についてご質問などはありません
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教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

総務課長 

 

教育長 

 

 

でしょうか。 

 

ないようですので、議案第 1 号は、原案のとおり可決することとしてよろしいで

すか。 

 

（異議なし） 

 

 それでは、ご異議がございませんので、議案第１号は、原案のとおり可決するこ

とといたします。 

 

●議案第２号 

「むつ市下北自然の家条例を廃止する条例」（生涯学習課） 

 

議案第２号「むつ市下北自然の家条例を廃止する条例」について、事務局からの

説明を求めます。 

 

（説明） 

 

ただいま事務局より説明がありましたが、本件についてご質問などはありません

でしょうか。 

 

ないようですので、議案第２号は、原案のとおり可決することとしてよろしいで

すか。 

 

（異議なし） 

 

 それでは、ご異議がございませんので、議案第２号は、原案のとおり可決するこ

とといたします。 

 

●報告第１号 

「むつ市議会第２６６回定例会報告」（総務課） 

 

次に、報告第１号「むつ市議会第２６６回定例会報告」について、事務局からの

報告を求めます。 

 

（報告） 

 

ただいま事務局より報告がありましたが、本件につきましてご質問などはありま

せんでしょうか。 
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黒木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

黒木委員 

 

生涯学習課長 

 

長岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納谷委員 

 

 

 

総務課長 

 村中浩明議員の質問に関して、現在の二枚橋２遺跡はどのような状態なのか。 

三内丸山遺跡は遺跡に隣接して資料館があり学芸員も常駐している上、県立美術

館も近くにあるため、多くの集客ができる施設となっている。むつ市でも展示施設

を建設するのであれば、遺跡と離れた場所ではなく隣接した場所の方が集客効果も

期待できると思っている。 

 また、世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」では、ちょうど中間に位置して

いる下北半島二枚橋遺跡が外れているが、むつ市の遺跡も世界遺産に登録すること

はできないのか。 

 

 現在の二枚橋２遺跡の現状についてでありますが、遺跡は残っておらず、すべて

野球場やスポーツ施設になっており、貝塚や住宅跡等の史跡についてはすべて破壊

されております。 

 次に世界遺産の登録条件につきましては、出土品だけでは認定されることはなく、

史跡がなければ条件を満たしませんので、今後世界遺産に登録されることもありま

せん。  

 

 野球場を掘り起こせば史跡は出てくるのか。 

 

 学芸員からは、すべて破壊されているとのことです。 

 

 大畑中央公園に縄文遺跡から出土した祭祀台と思われる石があり、ジオパークサ

ポーターの会の役員会でも話題が出て、放置しておくのもどうかということで記録

をしっかりしてから、旧二枚橋小学校に仮で移動させて復元を試みようという話が

あります。大畑町観光協会では大畑中央公園で出土したという案内板の設置につい

て何年も議論しているので、大畑中央公園へ何かしらの案内板の設置をお願いした

い。 

 次に、旧二枚橋小学校は廃校となってから使用されていないので、避難所として

の活用を考えていきたいということと、旧二枚橋小学校に出土品のレプリカでも構

わないので展示して集客できるような施設にできないか、ぜひ検討をして欲しい。 

 最後に佐藤広政議員の質問に関して、体育館へのエアコンの設置計画について、

７月３０日に発生したカムチャツカ半島地震の避難所として大畑中学校が避難所に

なったが、体育館が非常に暑かったということで、体調の悪い方はエアコンのある

教室に移動させたようだが、教室や特別教室へのエアコン設置が終わったというこ

とですので、次は体育館へのエアコン設置について、ぜひ検討していただきたい。 

 

 教職員を志望する子どもが少なくなっているとあるが、むつ市の学校を卒業して

教育学部に進学した生徒は毎年どのくらいいるのか。高校生のことなので、教育委

員会では把握していないかもしれないが、わかるのであれば教えて欲しい。 

 

 調べればわかると思いますが、統計としては取っておりません。 
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納谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

黒木委員 

 

 

 

 むつ市の子が教育実習のために毎年数名は帰ってきていると聞いている。その子

達が卒業してむつ市の学校に勤めてくれれば嬉しいが、進学先の土地で就職してし

まう子もいる。むつ市出身の先生が少なくなっていることや、若い先生の多くがむ

つ市出身者ではないと聞いているので、どうすればむつ市に戻ってきてくれるのか

が課題になっていると感じている。 

 キャリア教育の中で、様々な職業の方を招聘することもよいが、すぐ目の前にい

る「先生」についても、やりがいがあって魅力的な職業であるということを伝えら

れたらよいのではないかと思う。 

 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

その他ないようですので、本件については以上とさせていただきます。 

 

●報告第２号 

「むつ市議会第１７０回臨時会報告」（総務課） 

 

次に、報告第２号「むつ市議会第１７０回臨時会報告」について、事務局からの

報告を求めます。 

 

（報告） 

 

ただいま事務局より報告がありましたが、本件につきましてご質問などはありま

せんでしょうか。 

 

ないようですので、本件については以上とさせていただきます。 

 

●報告第３号 

「市指定文化財「一ノ谷屋島合戦図屏風」の修復について」（生涯学習課） 

 

次に、報告第３号「市指定文化財「一ノ谷屋島合戦図屏風」の修復について」、事

務局からの報告を求めます。 

 

（報告） 

 

ただいま事務局より報告がありましたが、本件につきましてご質問などはありま

せんでしょうか。 

 

 「一ノ谷屋島合戦図屏風」を近世絵画の専門家に確認してもらったということは、

江戸時代か安土桃山時代の辺りに描かれたものということでよいか。 
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生涯学習課長 

 

 

黒木委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

黒木委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

田中委員 

 

 

生涯学習課長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

長岡委員 

 

 

学校教育課長 

 

 安土桃山時代の１５７０年辺りから江戸時代になるまで、遅くとも江戸初期の辺

りまでに描かれたものとなります。 

 

 「一ノ谷屋島合戦」は治承・寿永の乱で１１８０年代の合戦になるが、合戦当時

に描かれたものであれば歴史的資料価値はあると思うが、約４００年後の江戸時代

に描かれたものとなると、どれ程の資料価値があるのかがわからないということ。

また、この修復で市の負担額がどの程度になるか教えて欲しい。 

 

 歴史的価値という部分につきましては、突き詰めるのに非常に苦労したところで

ありますが、近世絵画の専門家や国宝の修繕を多く手がける業者にも確認していた

だいた上で、市の歴史を語る素晴らしい作品であるとの評価をいただいております。 

 次に、３カ年の修復費用につきましては、総額１千６９３万円となりますが、市

からの補助金としましては、その２分の１の約８００万円を負担いたします。 

 また、そのほかに別財源としまして、朝日新聞財団や出光美術館の助成を受けら

れるとのことです。 

 

 一ノ谷は神戸で、屋島は香川なので、それが何故むつ市に在るのか。 

 

 当課にある情報としましては、昔の田名部地区の豪商が京都でこの屏風を買い付

けて、むつ市の自宅で飾っていたようですが、夜中に屏風から泣き声や合戦の音が

聞こえたりすることから、常念寺に寄贈したというような経緯となります。 

 

 ３年後に修復が完了したときは、一般公開等をしてその価値を高める必要がある

と思うが、その予定はあるのか。 

 

 朝日新聞や出光美術館の助成を受ける条件としまして、公開活用することがあり

ましたので、ある程度の公開活用の案は考えております。 

 

その他ないようですので、本件については以上とさせていただきます。 

 

●その他 

 

それでは次に、「その他」となりますが、まずは、委員の皆様から何かありません

でしょうか。 

 

自然の家が３月３１日で廃止となることから、来年度の体験学習について、自然

の家の代替施設等の検討はなされているのかどうか。 

 

自然の家の廃止に伴う体験学習に係る予算につきましては、学校教育課にて計上

しております。 
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各学校から県内の様々な施設等を含めて体験学習の希望を取り、八戸市の種差自

然の家においては、当市の教員を対象に事前にメニューを説明していただける機会

を設け、来年度の教育課程の計画を進めることになります。 

各学校が何処の施設に行くのかという部分につきましては、３月中にお見せする

ことができると思います。 

予算が議決されてからにはなりますが、体験学習の交通費としてバス代を計上し

ておりますので、大規模校・小規模校によって違いはありますが、自然の家を使わ

ずにむつ・下北地域で体験学習を計画している学校もあるようです。 

 

下北自然の家のフィールドを活用した自然体験学習や観光客向けのプログラムに

ついて、企業に提案してもらうという話があったが、その提案があったかどうか確

認したい。 

 

商工観光部で、mont-bell 系列の企業にアウトドアブランドデザイン策定業務と

して委託しており、その結果は来ておりました。 

下北自然の家を実際に見ていただき、フィールドとしては良い面も少し足りない

面もあるという評価でした。具体的な事業提案というよりは、ちぢり浜はジオパー

クの観点から良い、登山やハイキングは魅力がある、一方で冬場のスノーシュー体

験は難しいというような内容でした。 

そのため、下北自然の家のエリアだけではなくむつ市全体の自然を活かした事業

として、社会教育の枠を越えて教育委員会の所管を離れ、観光面も含めて商工観光

部の所管となって、来年度の事業が計画されている状況となっております。 

 

個人的に「雨の一粒ハイキング」だけはなくして欲しくないと思っている。 

 

施設を閉めて風呂やシャワーも使えなくなるため、実施が難しいプログラムとな

ります。自然の家の建物を使わなくても楽しめるような日帰りプログラムを検討中

と伺っております。 

 

昨夏にむつ市でも国スポプレ大会が開催されて、宿泊施設が不足したことから自

然の家も使用されたと聞いている。 

令和８年度の本番大会でも使用するような話を聞いているが。 

 

国スポに関しては、教育委員会側で閉鎖を検討している段階から使用できなくな

る可能性が高いことを伝えており、国スポ・障スポ推進課でも８年度は使用しない

方針で本番に臨むことになっております。 

宿泊施設につきましては、県の差配によって県内のホテルを割り振りしているの

で、むつ市の事務局も所管外であり、県本体が割り振りしているとのことで、足り

ない場合は市外のホテルに割り振られる選手もいると聞いております。 

何とか使用できないかという相談もありましたが、本年度いっぱいで閉めるとい



－ 7 － 

 

 

納谷委員 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

納谷委員 

 

黒木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域クラブ 

企画推進課長 

 

 

 

 

 

うことで御理解いただいております。 

 

フェンシングのプレ大会では観客席の中に子ども達が観覧できるよう一区画設け

ていたようで、せっかくむつ市で全国大会が行われ、国際的に活躍する選手を見る

ことができるため、むつ市の子ども達にもぜひ見せてあげたいと思っているが、そ

のような計画はあるか。 

 

国スポ・障スポ推進課でも子ども達にぜひ観覧させたいということで、小学５年

生と中学２年生を対象に全学校に案内を出しておりますので、希望すれば観覧でき

る手筈となっております。会場のキャパもありますので、日時は振り分けになり、

学年も絞られますが学校行事として参加できる体制としております。 

教育委員会から学校に対しては、大会が土日開催となるためなるべく観覧できる

よう、文化祭等の日程に配慮をお願いしております。 

 

子ども達が見ることができれば大変よいことだと思いますのでお願いします。 

 

先日、全国の教育長と教育委員が集まるオンライン研修会でワークショップに参

加したので、他市町村の状況について簡単に情報共有させていただきます。 

私の参加したテーマは、「学校における働き方改革」と「公立小中学校の適正規模・

適正配置」についてでした。 

まず、学校の統廃合はむつ市がかなり進んでいるという感じでした。これは過疎

化が激しいとも言えますが、他の市町村ではまだ全然統廃合ができていないという

感じでした。 

 統廃合後の廃校の利活用の話題で、むつ市の学びの多様化学校の話をしたところ、

かなり質問されてしまい、県内初とは聞いていたが全国的にも珍しい取り組みのよ

うでした。 

 また、むつ☆かつについてもむつ市はかなり進んでいるようで、参加者の中でも、

ようやく一つだけ野球部を移行できたという感じで、どう進めればいいのかわから

ないと途方に暮れている感じでした。お金のことや反対勢力があることについても

どうしたらよいのかという質問もされました。 

 その中で、保護者と市の負担がどうなっているのかという質問に答えられなかっ

たので、その点について教えていただきたい。 

 

 保護者の負担は全クラブ一律で月額１千円、年間で１万２千円となります。２つ

のクラブに入っている場合はそれぞれで月額１千円ずつになります。 

 バス移送につきましては、すべて市の負担で実施しております。 

 予算については、最初はほぼ市の一般財源でスタートしていましたが、近年は国

庫補助の割合が増えてきているので、今後、市の負担は減る見込みとなっておりま

す。 
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 予算規模としてはどの程度か。 

 

 市の予算としまして、令和７年度はバスの運転手不足や様々な問題があり、予算

規模としては３億円でしたが、現在の決算見込としては２億円程度で見込んでおり

ます。 

 なお、むつ市は面積が広いためバス移送の経費が大半を占めておりますが、他市

町村であれば、もう少し予算規模は少なくて済むかと思われます。 

 

 一般論で、市がどの程度の金額を負担できるかわからないが、２億円というのは

高いのかどうか。今までなかった経費がいきなり出てきたわけなのでどうなのか。 

  

 むつ☆かつを始めるに当たり、億のお金が必要となりました。市の負担としては

十分高いです。 

 

 他市町村ではお金が負担できないから、進められないのではないだろうか。 

 

 むつ市はそれだけ負担してでもやるという意気込みだったので、３年で完全移行

することができました。 

そのくらい覚悟がないと、難しい取り組みなのかと思われます。 

 

 むつ☆かつと学びの多様化学校の話で、ワークショップの参加者がとても驚いて

いたので、むつ市は最先端の取り組みをしているということを感じました。 

 

 例えば、むつ☆かつの中でも部活の種類によっては市の負担に差があるのか。そ

れをならすように努力するのか、それとも経費がかかる部活、経費のかからない部

活を前提として実施しているのか。 

 

 克雪ドームと下北文化会館を使用していますので、競技でも吹奏楽でも会場使用

料が異なってきますが、保護者からは一律月額１千円で実施しています。 

 

 市が負担して、保護者の負担は変えないで実施されているということで理解しま

した。 

 

 黒木委員と同じくワークショップに参加しましたので情報共有します。 

私は「学校における働き方改革」と「学校と地域の在り方」というテーマでした

が、「働き方改革」のチームでは、「朝学習」という取り組みについて伺うことがで

き、民間の塾に完全委託して市役所に塾講師を２名常駐させ、学校と塾が連携して

教材をつくり、それを各学校で先生が１０分間朝学習させるというもので、塾側で

添削もするため基本的には塾が全部請け負っているという市がありました。 

この取り組みを始めるにあたり、民間の塾が学校に入ることに先生方からは反発
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があったようですが、学校では考えつかないような遊びを交えた教材になっていて、

子ども達も朝の１０分間でやる気になり、そのやる気のある状態で授業を始められ

るので、最初は大変だったが今は良い状態で実施されているとのことでした。 

 また、プールの授業についても、学校にプールがあっても学校側で管理する負担

が大きいので、学校のプールは使用せずに、スイミングスクールに委託して学校の

授業中にスイミングスクールに行ってスイミングスクールのコーチに教えてもら

い、先生方は引率するだけでプール授業が実施できるという話も聞けました。 

また、「地域との連携」については、芸能が盛んな自治体があって、１年を通して

各地域の祭りがずっとあることが活性化につながっていて、それを地域の方々と連

携して実施しており、一般的には、学校が終わってから伝統芸能について地域の大

人達が教えているところが多いと思われますが、そこの自治体は学校の授業の中で

伝統芸能を教える方達を招聘して学校全体で継承しているということを聞きまし

た。 

 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

委員の皆様からはほかにありますでしょうか。 

 ないようですので、それでは事務局からは何かありませんか。 

 

（教育大綱素案について報告） 

 

（卒業式の教育長代理出席のお願い） 

（教育委員会表彰の案内） 

 

その他、ないようですので、それでは最後に、事務局から次回の教育委員会会議

の日程についてお知らせ願います。 

 

（事務連絡） 

 

それでは、以上をもちまして「第７８６回むつ市教育委員会会議」を閉会いたし

ます。 

 

６ 議決事項 議案第１号…令和７年度むつ市一般会計補正予算について …原案のとおり可決 

議案第２号…むつ市下北自然の家条例を廃止する条例   …原案のとおり可決 

 

７ その他会

議におい

て必要と

認めた事項 

 なし 

 

 

 

８ 会議録署

名 

上記の決議内容について明確にするため、むつ市教育委員会会議規則第２４条の

規定により署名する。 
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令和８年２月１２日 

 

教育委員会教育長    阿 部 謙 一      

 

会議録署名委員     長 岡 俊 成      

 

会議録作成者      柏 谷 圭 則      

総務課長      
 


